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研究成果の概要（和文）：慢性疼痛難治例では、現在のストレス状態に加えて、幼少期からの逆境により中枢性
感作が生じている可能性がある。家族機能不全などの逆境から悪夢が生じ、脳機能や脳容積に変化が起こる仮説
をもとに、久山町における一般住民を対象とした心身医学的疫学研究（1106人~2575人）および九州大学病院心
療内科の慢性疼痛難治例（250人）を対象とした研究を行った。その結果、日本における地域一般住民におい
て、家族機能の低下に伴い慢性疼痛の有症率と重症度は有意に上昇し、痛み関連脳領域の容積低下と慢性腰痛の
関連があった。また、悪夢の苦痛度は中枢性感作関連症状や不安と関連しており、局所痛よりも広範囲痛群でよ
り高度であった。

研究成果の概要（英文）：In chronic pain refractory cases, central sensitization may be caused by 
adversity from childhood in addition to current stress conditions. Based on the hypothesis that 
nightmares may result from adversity such as family dysfunction, causing changes in brain function 
and brain volume, we conducted a psychosomatic epidemiological study of general residents in the 
town of Hisayama (1106~2575 subjects) and chronic pain refractory cases (250 subjects) at the 
Department of Psychosomatic Medicine, Kyushu University Hospital. The results showed that the 
prevalence and severity of chronic pain increased significantly in the general population of the 
region in Japan as family function declined, and there was an association between decreased volume 
of pain-related brain regions and chronic low back pain. Distress levels of nightmares were also 
associated with central sensitization-related symptoms and anxiety, and were more severe in the 
widespread pain group than in the local pain group.

研究分野： 心身医学・神経科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　慢性疼痛と家族機能については小児で注目されてきたが、40歳以上の成人における家族機能の一般住民の慢性
疼痛への影響は不明であった。本研究では、50年以上の歴史のある久山町疫学研究で、厳密に情報を収集し、多
変量調整をしたうえでも家族機能不全が慢性疼痛の有症率や重症度を有意に上昇させていたことが判明した。ま
た、同じ集団で1000人以上のMRIを撮影し、慢性腰痛が高齢者の脳萎縮と関連し、慢性疼痛の脳への悪影響が明
らかとなり、その結果は国際疼痛学会誌PAINで注目され、学術的にインパクトをもたらした。慢性疼痛と悪夢の
関連とともに、慢性疼痛の心理教育に有用な情報として社会的意義が高い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

 慢性疼痛の難治例は、既知の器質的疾患を鑑別した後にも診断不能な病態として、ICD では

持続性身体表現性疼痛障害という病名で表記されることが多く、米国精神医学会の精神疾患の

診断基準である DSM-5 では身体症状症という病名で、精神疾患として扱われている。実際、多

数の医療機関を経て心療内科や精神神経科に紹介される段階では、医療への不信感も多く、さま

ざまな心理社会的因子が観察されることが多い。なかでも、幼少期から現在までに至る家族機能

不全が共通して認められる心理社会的因子であるが、一般住民において、家族機能が慢性疼痛の

有症率に影響を与えているかどうかについては注目されてこなかった。 

 慢性疼痛難治例では、現在のストレス状態に加えて、幼少期からの逆境により中枢性感作が生

じている可能性がある。家族機能不全などの逆境から悪夢が生じ、脳機能や脳容積に変化が起こ

る仮説をもとに、本研究を設定した。 

２．研究の目的 

 本研究課題の目的は、上記のように、慢性疼痛難治例の中枢性感作に関与する愛着・認知・情

動の関連を探索的に研究することであった。慢性疼痛難治例の中枢性感作に関与する愛着・認

知・情動について、段階を踏んで検討するために、１）日本の一般住民で、家族機能が慢性の痛

みと関連があるのかどうか、２）日本の一般住民では慢性疼痛を有する高齢者で、脳容積に異常

があるのかどうか、３）慢性疼痛患者難治例において、悪夢と中枢性感作関連症状は関連がある

のかどうか、についての情報を収集し、その関連について明らかにすることを目的とした。 

３．研究の方法 

1） 日本の一般住民における家族機能と慢性疼痛の関連に関する研究 

対象： 2017-2018 年に福岡県久山町の住民健診を受診した 40 歳以上の住民 3,492 名のうち、

質問紙調査を受けた 2,575 名（男性 1,135 名、女性 1,440 名） 

研究デザイン：横断研究 

調査方法：質問紙調査、問診、身体計測、血圧測定、血液検査 

曝露因子：家族機能 Short Version of the General Functioning Subscale of the McMaster 

Family Assessment Device（GF6+）を使用 

先行研究(Miller IW ら、J Marital Fam Ther、1985)のカットオフ値に準じて 

家族機能を以下の 3群に分類 

≦1.8 点           ：正常群 

＞1.8 点、≦2.0 点     ：境界群 

＞2.0 点       ：不全群アウトカム ：慢性疼痛（罹病期間 3ヶ月以上）の有無 

【重症度別の評価指標】 

疼痛強度：Visual analogue scale（VAS）にて評価 

軽度（VAS＜31mm）、中高強度（VAS≧31mm）に分類 1) 

罹病期間：中央値で分類（36 ヶ月未満／36ヶ月以上） 

統計解析 ：ロジスティック回帰分析 

調整因子：年齢、性別、教育年数、就労状況、主観的経済状況、 Body mass index（BMI）、  

高血圧、糖尿病、心血管病または癌の既往歴、喫煙習慣、飲酒習慣、運動習慣、 

近所づきあいの頻度、同居していない親族または友人との交流頻度、独居、 

婚姻状況、配偶者と同居、親と同居、子どもと同居 

 

２）日本の一般住民における慢性疼痛を有する高齢者の脳容積研究 



デザイン: 横断研究 

対象者: 2017～2018 年に福岡県久山町の住民健診を受診し、頭部 MRI 検査を受けた対象者のう

ち、脳卒中および認知症の既往のない 65歳以上の住民 1,106 名 

暴露因子: 慢性疼痛の有無、主要慢性疼痛部位により 3群に分類 

①慢性疼痛なし ②腰部以外の慢性疼痛 ③慢性腰痛 

質問紙 

・慢性疼痛：3か月以上前からある痛み 

・主要慢性疼痛部位：慢性疼痛で最も困っている体の部位 

・疼痛強度：VAS スケール（0 ㎜～100 ㎜） 

頭部 MRI 検査: フィリップス社 Intera Pulsar (磁場強度：1.5 テスラ） 

3 次元収集 T1強調画像 

画像解析: FreeSurfer ver.6.0.0 

        頭蓋内容積および領域別脳容積を算出 

アウトカム: 頭蓋内容積に占める各領域の脳容積割合（％） 

＝ (［左＋右］領域別脳容積／頭蓋内容積)×100 

脳関心領域は先行研究に基づいて設定した。 

統計解析: 共分散分析 

調整因子:年齢、性別、教育年数、婚姻状況、主観的経済状況、高血圧、糖尿病、血清

総コレステロール値、BMI、現在の喫煙習慣、現在の飲酒習慣、 定期的な運動習慣、MRI

上の脳血管病変、ADL 障害 

３） 九州大学病院心療内科外来における慢性疼痛患者難治例と悪夢症状との関連 

対象：2019 年 10月〜2021 年 6月、九州大学病院心療内科外来を初診した慢性疼痛患者 250 名 

(平均年齢 47.9±17.8 歳、女性 172 名) 

評価項目：初診時に以下の項目を自記式質問紙により測定 

・悪夢の苦痛度 (Nightmare distress questionnaire : NDQ) 

・痛みの強さ (Visual Analog Scale: VAS) 

・生活障害 (Pain Disability Assessment Scale：PDAS)      

・不安/抑うつ (Hospital Anxiety and Depression scale : HADS) 

・中枢性感作関連症状 (Central Sensitization Inventory : CSI) 

・睡眠障害 (Pittsburgh Sleep Quality Index :PSQI) 

解析：各指標の相関分析、NDQ を目的変数とした重回帰分析、 

   広範囲群と局所痛群(CSI≧30)、局所痛群(CSI<30)における NDQ 平均値の分散分析 

４．研究成果 

1） 日本の一般住民における家族機能と慢性疼痛の関連に関する研究 

Table 1 

 



Fig 1 

 

【結果】家族機能各群の頻度は、正常群 48%、境界群 33%、不全群 19%であった。慢性疼痛

の有症率は 49%であった。慢性疼痛を有するオッズ比（95％信頼区間）（多変量調整後）は、

正常群に比べ、境界群で 1.20（1.01-1.44）、不全群で 1.45（1.16-1.82）と有意に上昇し

(Table 1)、重症度別にみると、中高強度痛は、境界群で 1.34 (1.09-1.65)、不全群で 1.70 

(1.34-2.20)、罹病期間 36ヶ月以上は、境界群で 1.36 (1.10-1.69)、不全群で 1.51 (1.15-

1.95)と境界群のレベルから有意に上昇した(Fig1)。 

【結論】地域一般住民において、家族機能の低下に伴い慢性疼痛の有症率と重症度は有意

に上昇した。慢性疼痛の対策に家族機能を考慮することの重要性が示唆された。 

2） 日本の一般住民における慢性疼痛を有する高齢者の脳容積研究 

Fig 1 

 

Fig 2 

 



 

【結果】前頭前野腹外側部および背外側部、後帯状回、扁桃体の多変量調整後の脳容積

割合は、慢性疼痛なし群と比べて慢性腰痛群で有意に小さかった（全 P ＜ 0.05）。一

方、慢性疼痛なし群と腰部以外の慢性疼痛群の間には、これらの痛み関連脳領域の脳

容積割合に有意差は認めなかった。さらに、Query, Design, Estimate, Contrast イン

ターフェイスを用いて、特定の関心領域を設定せずに皮質容積を網羅的に解析したと

ころ、慢性疼痛なし群に比べて慢性腰痛群で、左上前頭回に有意に脳容積が低下した

クラスターが同定された(Fig 2)。 

【結論】日本における地域高齢住民において、痛み関連脳領域の容積低下と慢性腰痛

の関連があった。 

3） 九州大学病院心療内科外来における慢性疼痛患者難治例と悪夢症状との関連 

Table 1 相関分析 

 

 

Table 2 重回帰分析 

目的変数：悪夢の苦痛度(NDQ) (N=250)
説明変数 β p値
年齢 -0.073 0.233
性別 0.050 0.399

痛みの強さ（VAS） -0.340 0.734
 生活障害（PDAS） 0.340 0.947
不安（HADS-A） 3.126 0.002
抑うつ（HADS-D） -0.991 0.323
睡眠障害(PSQI) 0.398 0.691
中枢性感作（CSI） 3.393 0.001   

【結果】悪夢の苦痛度と重症度関連の質問紙の重回帰分析では中枢性感作と不安のみが関連し

ていた。また、中枢性感作スコアが低値の局所痛群より、中枢性感作がより進行したと考えられ

る中枢性感作スコアが高値の局所痛群や広範囲痛群では、悪夢の苦痛度が高かった。 

【考察】悪夢に悩まされる患者は臨床的に慢性ストレス状況にあることが多く、中枢性感作や不

安なども含め相互的に悪影響を与え、慢性疼痛の発症や難治化に影響している可能性がある。 

また、悪夢には幼少期の逆境体験を想起させる内容も多く、生育歴が慢性疼痛の難治化に関連す

る要因の一つである可能性があるが、因果関係については今後とも検討が必要である。 

【結論】悪夢の苦痛度は中枢性感作関連症状や不安と関連しており、局所痛よりも広範囲痛群で

より高度であった 
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